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地域医療を支える
病院薬剤師の未来像

～薬剤業務向上加算新設の意義～



①背景・現状認識（2025年/2040年問題）

患者と医療者の高齢化、医療介護福祉需給のギャップ

タスク・シフト/シェア、薬剤師偏在（地域/機能/規模）

目的は住民の健康をまもる医療提供体制の確保である

②病院薬剤師の確保と育成の取り組み
本院の人材育成プログラム KUPS と地域病院への出向

石川県地域連携薬剤師共育プログラム、第8次医療計画

③Ｒ６ 診療報酬改定「薬剤業務向上加算」新設
総合的な研修（委員会、指導体制、、WEBでの公表）

都道府県、出向先と連携して地域病院に出向

④病院薬剤師が大活躍する未来像

Agenda
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出典：厚生労働省保健局医療課 平成26年度診療報酬改定の概要（平成26年3月5日版）



出典：財務省ウェブサイト 「日本の財務関係資料（令和4年4月）」 ｐ.8 ダウンロード日：2024.10.22
https://www.mof.go.jp/policy/budget/fiscal_condition/related_data/202204_00.pdf



出典：財務省ウェブサイト 「日本の財務関係資料（令和4年4月）」 ｐ.29 ダウンロード日：2024.10.22
https://www.mof.go.jp/policy/budget/fiscal_condition/related_data/202204_00.pdf



出典：石川県地域医療構想（概要）2016.11.25 



出典：石川県地域医療構想2016 概要



医療スタッフの協働・連携の在り方
に関する議論の経過

平成21年8月～22年3月 『チーム医療の推進に関する検討会』

平成22年4月30日 医政発0430第1号 医政局長通知

「医療スタッフの協働・連携によるチーム医療の推進について」

平成26年6月18日成立、25日公布

「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係

法律の整備等に関する法律」(医療介護総合確保法）

令和2年12月23日  『医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフ

ト/シェアの推進に関する検討会』 議論の整理 公表

令和3年9月30日 医政発0930第16号 医政局長通知 「現行制度

下で実施可能な範囲におけるタスク・シフト/シェアの推進について」
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目的は住民の健康をまもる医療提供体制の確保である

②病院薬剤師の確保と育成の取り組み
本院の人材育成プログラム KUPS と地域病院への出向

石川県地域連携薬剤師共育プログラム、第8次医療計画

③Ｒ６ 診療報酬改定「薬剤業務向上加算」新設
総合的な研修（委員会、指導体制、、WEBでの公表）

都道府県、出向先と連携して地域病院に出向
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金沢大学附属病院 概要 （1867-2024.4)
病床数：830床、35診療科、19病棟、職員：約1,850人（Dr 約500、Ns 約900人）

薬剤師 定員64人（教員4人、承継定員35人、KUPS薬剤師 21人、非常勤4人）

＋ 地域薬学ケア専門薬剤師(薬局) 4人、がん専門薬剤師(他病院)

事務補佐/技術補佐員 4人、薬学系所属の臨床教職員 5人

採用医薬品数 約2,000、院外処方 約90%、薬剤管理指導 約2,000件/月
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Vision（2025年の薬剤部の姿）
・ 医療資源の再分配が完了後の高度急性期および一般急性期を担う
プロ集団

・ 新たな医療体制を先導する人材の宝庫であり、そのような人材とな
ることを志す者に開かれた成長の場

・ 臨床から基礎へ基礎から臨床へ、課題解決の懸け橋となるリバース
トランスレーショナル研究を推進するPharmacist-Scientist集団

Action
１．薬剤部ビジョンリーダーチーム（Vチーム）の発足

２．新たな人材育成システム（金沢大学薬剤師スタンダード）の開発

３．記念事業の計画と実行（記念誌の編纂、ロゴマークの策定、記念祝
賀会の開催、薬学創立150周年記念事業への支援）

金沢大学附属病院(薬局)創基150年
記念事業 (2017年)



調剤
服薬指導

病院薬剤部
機能

TDM
無菌調製

検査値・薬歴
→評価

処方解析

効果・副作用
モニタリング

多職種への
DI提供

処方提案

学校薬剤師
在宅医療
慢性期医療

セルフメディケーション

急性期医療

実習1で身につけた能力

実習2で身につけた能力

実習3

地域医療への参画

チーム医療への参加

多角的な視野をもち，
薬物療法による有効性・安全性の向上を通して，
主導的立場で医療の進歩に貢献できる人材

実習1で身につけた能力

実習２（11週）

実習３・４（6+1週）
実務実習（金沢大学薬学類）で育成したい人材

本実習の特徴
 項目ごとに適切な環境で

学ぶ
 シチュエーションごとに段階

的に学ぶ
 病院-薬局間連携の重要

性を体験で理解する
 複数施設で実習を行うこ

とで，多角的な判断力を
身につける

外来 入院 外来（在宅，施設）

実習１（4週）



Kanazawa University Pharmacist Standard

KUPSとは 「薬剤師の幅広い活動領域において高いレベルでバランス
が取れて優れている薬剤師」であり、県内外から高い評価を受け渇望さ
れる優れた人材のブランドとなるべき基準です。
研修項目ごとの到達レベル(10段階)とKUBP、KUSP、KUAPとの関係

は以下の通りです。

0 全くできていない
 1 実務実習途上の学生
 2 学部卒業の最低要件レベル（新カリ ルーブリックのレベル2）
3 基本的な業務を指導者のもとで適切に行うことができる KUBP

 4 初期研修(2年間)修了レベル
5 金沢大学附属病院の基準となる薬剤師のレベル KUSP

 6
 7 主任が目指すべきレベル
8 KUAP

 9 副部長が目指すべきレベル
10 国内最高位



金沢大学病院薬剤部

卒後5年間の人材育成プログラムKUPS

【目的】
 地域を俯瞰的にとらえ機能の異なる施設間連携と協働を強
化した今後の医療を先導する薬剤師ロールモデルの育成

【初期研修】 （１～２年目）

中央部門： 調剤、製剤、混注、手術室、TDM、DI、RM、、
病棟サブ： ２年で４部署（内科系、外科系、ケモ、代謝系）

【後期研修】 （３～５年目）

病棟主担当、外来ケモ室、治験部門。
専門薬剤師、認定薬剤師等の専門領域を複数目指す。
課題研究、科研費申請、論文執筆、博士課程への接続。
中小病院、薬局研修、医療連携、地域を俯瞰する。



能登北部・能登中部2次医療圏の病院
と薬剤師の状況 （2018年3月末）

病院名 病床数(薬剤数) 状況

（能登北部医療圏）

珠洲市総合病院 １９５ （６）

市立輪島病院 １９９ （5）

柳田温泉病院 １８０ （３）

公立宇出津総合病院 １2０ （３）

公立穴水総合病院 １００ （4）

（能登中部医療圏）

町立富来病院 ９８ （０）

公立能登総合病院 ４３４ （１０）

恵寿総合病院 ４２６ （１４）

（NHO）七尾病院 ２１４ （２）

七尾松原病院 １０８ （２）

公立羽咋病院 １７４ （６）

町立宝達市民病院 ７０ （３）

※赤字は陳情を受けた病院

★

★

(出展） 石川県ホームページ 石川県医療計画 (第7次 平成30年4月） ９．へき地医療対策の充実 p.206
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/iryou/support/iryoukeikaku/documents/zenntaibann.pdf を基に演者が改変

◎

◎

◎





富来病院での主な取り組み
• 多職種による入院患者薬剤管理プロトコル（処方の仮入力の院内ルー

ル）の作成

• 患者服薬カートを導入（1日配薬から1週間配薬に変更）

• 周術期の薬物療法（抗菌薬、鎮痛薬）の見直し

• 介護医療院業務の確立（患者一覧、看護師とお薬ミーティング、カン

ファランスで主治医に提案、処方仮入力、薬剤変更後の患者確認）

• 薬剤師連携会議（院長、病院薬剤師、補佐員、薬局薬剤師が参加）

• 富来病院関連薬局MLの開設、薬剤管理サマリの提供

• 地域での講演会（患者・介護者向け、ケアマネ事例検討会、地域ケー

ブルテレビで薬剤師業務、連携、ポリファーマシー、お薬手帳等のPR）

• 病院経営への貢献（採用品目の削減、後発品への切替え、薬剤管理

指導の完全実施、病棟加算、薬剤管理SPD導入、薬剤廃棄の削減）



能登北部・能登中部2次医療圏の病院
と薬剤師の状況 （2020年度）

病院名 病床数(薬剤数) 状況

（能登北部医療圏）

珠洲市総合病院 １５６ （５）

市立輪島病院 １９９ （６）

柳田温泉病院 １８０ （３）

公立宇出津総合病院 １００ （４） 常勤？

公立穴水総合病院 １００ （３） 常勤？

（能登中部医療圏）

町立富来病院 ９８ （２） 常勤1名

2018年11月から2020年3月まで本院薬剤師1名が出向

公立能登総合病院 ４３４ （１０）

恵寿総合病院 ４２６ （１４）

（NHO）七尾病院 ２１４ （２）

七尾松原病院 １０８ （２）

公立羽咋病院 １７４ （６）

町立宝達市民病院 ７０ （３）

※赤字は陳情を受けた病院

★

★

(出展） 石川県ホームページ 石川県医療計画 (第7次 平成30年4月） ９．へき地医療対策の充実 p.206
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/iryou/support/iryoukeikaku/documents/zenntaibann.pdf を基に演者が改変

◎

◎

◎



１．全会員が病薬事業に主体的に関わっている

２．超高齢社会において持続可能な地域完結型医療体制に

大いに貢献している

３．病院間連携、多職種連携、薬薬連携で互いに支えあって

いる（今すぐにでも必要）

４．DXに対応している（まもなく必要になる）

５．薬剤師の偏在への対応や人材育成を他力本願にせず、

自分たちの問題として行動している（時間はかかるが）

石川県病薬の将来ビジョン
（2021年5月1日 県病薬総会 会長講演）

地域連携・人材育成のアクション
１．地域連携員会の活動強化（人事交流視野に医療圏の状況把握も）

２．臨床実習委員会の改組（地域医療動向、人材育成ノウハウの共有）



出典：石川県ホームページ 石川県医療計画 中間評価・見直し (2022.４)
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/iryou/support/iryoukeikaku/documents/zentai.pdf



2病院目：宇出津総合病院 出向 2022.4～

・ 退院時薬剤情報提供 (退院時薬剤情報管理指導料、退院時情報
連携加算）開始

・ 事前合意プロトコル(院外処方箋)の運用開始

・ 残薬調整時の疑義照会(問合せ）プロトコル

・ 化学療法や抗菌薬、腎機能低下患者の薬剤減量

・ ICTラウンドや褥瘡患者の評価

・ 退院時指導についての薬局アンケートを行い学術研修会で発表

出向して良かったこと (本人談)

・ 退院時指導や事前合意プロトコルの運用を通して、薬薬連携を経験できた。

・ 症例サマリの作成など専門資格申請のための準備

・ 久しぶりの一人暮らしを満喫できた、能登北部を満喫できた

・ テニスが上達した（特にバックハンド）

堀薬剤師
（当時5年目）

http://pharmacy.w3.kanazawa-u.ac.jp/index.html
http://pharmacy.w3.kanazawa-u.ac.jp/index.html


石川県の病院薬剤師出向モデル構築のあゆみ
2017 金沢大学附属病院薬剤部 創基150年記念 人材育成モデルKUPS開始

本学関連病院長会議で薬剤師派遣の要望、病院長と相談、県との意見交換

2018 町立富来病院で唯一の常勤薬剤師が退職、本院の薬剤師が出向

（目的：課題の抽出、連携モデル、教育プログラムの構築）

2021 県病薬 会長講演で将来ビジョン、地域連携推進委員会、薬剤師確保WG

石川県第7次医療計画 中間見直し（ストラクチャー指標に 専門薬剤師数を）

2022.4 公立宇出津総合病院（2病院目）への本院薬剤師の出向開始

病院長との相談、地元新聞、テレビ、SNS等で薬剤師確保のPR

5 知事、県議に陳情 （薬剤師偏在 現状説明と対策の提案）

6 石川県議会 一般質問で知事に薬剤師偏在対策を問う

県健康福祉部 病院薬剤師に関する調査

7 県担当者との意見交換 （事業スキームについて）

11 県主催プログラム準備会 （県、県薬、県病薬、大学、能登病院の担当者）

2023.3 石川県議会 採決、同日夕方に記者会見（県、県薬 共催）

4 病院間マッチングの協議 （プログラムの公募に向けた課題について）

5 石川県共育プログラム枠での薬剤師募集開始



石川県での薬剤師確保のためのアクション

4月20日 北國新聞 1面

薬剤師確保、金大が「特効薬」 宇出津病院に初出向

4月22日 石川テレビ ドクター教えて【テレビカメラ初潜入】病院薬剤師の仕事とは？

「病院薬剤師の仕事」、「医薬分業」、「トレーシングレポート」

https://www.youtube.com/watch?v=aHs5DgJRs2g&list=PL9e16ZfaIyPx
u00a73vEdGgeuGlLtFccT&index=3

5月2日 県知事に陳情

①奨学金返済免除、②地域連携薬剤師枠の設定、③薬学部地域入学枠

5月5日 石川テレビ ドクター教えて 能登の”病院薬剤師不足”
https://www.youtube.com/watch?v=h62E3Zxyp9U&list=PL9e16ZfaIyP
xu00a73vEdGgeuGlLtFccT&index=2

6月1日 石川テレビ 石川県議会 紐野議員 質問

https://youtu.be/fthIZu_dzUY?list=PL9e16ZfaIyPxu00a73vEdGgeuGlLt
FccT&t=1

6月6日 薬事日報 1面

【石川県】県内薬学部に「地域枠」要望‐能登の薬剤師不足が深刻

https://www.youtube.com/watch?v=aHs5DgJRs2g&list=PL9e16ZfaIyPxu00a73vEdGgeuGlLtFccT&index=3
https://www.youtube.com/watch?v=aHs5DgJRs2g&list=PL9e16ZfaIyPxu00a73vEdGgeuGlLtFccT&index=3
https://www.youtube.com/watch?v=h62E3Zxyp9U&list=PL9e16ZfaIyPxu00a73vEdGgeuGlLtFccT&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=h62E3Zxyp9U&list=PL9e16ZfaIyPxu00a73vEdGgeuGlLtFccT&index=2
https://youtu.be/fthIZu_dzUY?list=PL9e16ZfaIyPxu00a73vEdGgeuGlLtFccT&t=2
https://youtu.be/fthIZu_dzUY?list=PL9e16ZfaIyPxu00a73vEdGgeuGlLtFccT&t=2


全国の薬学生（５・６年生）へのアンケート調査 【図１】

（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス政策研究事業
安原、安藤、桒原、崔、豊見、中村、長谷川．令和3年度調査）

石川県の薬剤師の地域偏在問題
現状と対応策について

・石川県の薬剤師の確保が困難な状況

が続いている。

・特に病院薬剤師の確保が深刻で、

2018年に町立富来病院で薬剤師が

不在となり、医薬品供給が危機に瀕

した。

・志賀町、能登町、金沢市の首長、副

市長、県立中央病院等の病院長が、

金沢大学附属病院薬剤部に陳情に

来る事態【表１】となっている。

・背景に6年制卒薬剤師の給与水準と

キャリアパスの問題がある 【図１】。

・他にも県内の多くの病院長、薬剤部

長が薬剤師不足を訴えている。また、

薬局薬剤師についても、学校薬剤師

の確保等が困難な状況がある。

・喫緊の対応として、金沢大学病院の

薬剤師が富来病院、宇出津病院に出

向、県立中央病院に人事異動するな

どして、医療を支えている （北國新聞 

4/20朝刊1面、石川テレビでも放送

予定）。

・石川県として、中長期的に安定した人

材の確保の観点から、大学病院や県

立中央病院等の薬剤部に地域の病

院や薬局と連携して地域医療を支え

る薬剤師枠の創設と医学部と同様な

地域入学枠を薬学部にも設定し地域

医療を支えることが必要【図２】

金沢大学附属病院薬剤部に陳情に訪れた首長、病院長等 【表１】

志賀町 小泉 町長 町立富来病院 菊池病院長 2018-2019年に1名出向

能登町 大森 町長 公立宇出津総合病院 長谷川病院長 本年4月から1名出向中

穴水町 - 公立穴水総合病院 島中病院長 対応検討中

金沢市 相川副市長 金沢市立病院 高田病院管理者 歴代薬局長を転出

石川県 - 石川県立中央病院 岡田病院長 2名が人事異動

対応策 （提案） 【図２】

１地域医療介護総合確保基金を用いた奨学金返済免除制度(厚労省医政局 R3.12.24)

２地域連携薬剤師枠(仮称)を金沢大学附属病院や県立中央病院等の薬剤部に設置し、
基幹病院と地域が連携(出向)して医療を支える持続的な体制を構築する

３地域枠入学生枠を金沢大学薬学類や北陸大学薬学部に設定し学生の地域定着を促す

・薬学生の約3人
に1人が奨学金
を借入れており、
その内の5.7人
に 1人は 1,000
万円以上の借り
入れを抱えてい
る。

・卒業後、奨学金
返済が始まるた
め、給与水準の
低い病院薬剤師
への就職は避け
られる傾向にあ
る。

（2022.5.2 石川県薬剤師会
知事への陳情資料）



出典：  「地域連携薬剤師確保対策事業について ～能登地区をはじめとした地域の病院薬剤師確保に向けた取組～」  
（石川県令和5年度予算の議会承認を受けて健康福祉部と石川県薬剤師会の共同記者会見資料 2023.3.16 石川県庁）



出典：  「地域連携薬剤師確保対策事業について ～能登地区をはじめとした地域の病院薬剤師確保に向けた取組～」  
（石川県令和5年度予算の議会承認を受けて健康福祉部と石川県薬剤師会の共同記者会見資料 2023.3.16 石川県庁）





33出典： 石川県ホームページ 病院薬剤師の確保事業 「石川県地域連携薬剤師共育プログラム実施要綱・要領」 p.7 （別紙2)
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/yakuji/ykj/documents/p-youkou.pdf （ダウンロード日： 2023.4.11）



第８次医療計画 病院薬剤師確保 関係通知

厚生労働省 （R5.3.31)

 「医療提供体制確保に関する基本指針（大臣告示）」

 「医療計画作成指針（局長通知）」、 「疾病・事業及び在宅
医療に係る医療提供体制構築に係る指針（課長通知）」
・ 病院薬剤師の不足が喫緊の課題
・ 都道府県の薬務主管課、医務主管課等の連携
・ 病院薬剤師の確保は病院薬剤師会と連携

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課 （R5.6.9)

 「薬剤師確保計画ガイドラインについて」
 「薬剤師偏在指標等について」

厚生労働省医薬局総務課、医政局総務課 （R6.3.26)

 「薬剤師臨床研修ガイドラインについて」



出典： 厚労省 令和5年度第1回医療政策研修会 (2023.5.18) 資料１ 第8次医療計画について p.7
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001106486.pdf （ダウンロード日： 2023.9.10）



医政局長通知 R5.3.31 （別紙） 医療計画作成指針 p.16

７ 医師の確保及び医療従事者（医師を除く。）の確保

(2)医師以外の医療従事者の確保について

 イ 薬剤師については、地域医療における薬物療法の有効性・安全性の確保や

公衆衛生の向上及び増進等に資するため、調剤等の業務に加え、病院薬剤

師にあっては病棟薬剤業務やチーム医療等、薬局薬剤師にあっては在宅医

療や高度な薬学的管理を行う機能等を中心とした業務・役割の更なる充実

が求められている。薬剤師の従事先には業態の偏在や地域偏在があり、特

に病院薬剤師の不足が喫緊の課題となっていることも踏まえ、必要な薬剤

師の確保を図るため、病院及び薬局それぞれにおける薬剤師の就労状況を

把握し、地域医療介護総合確保基金（修学資金貸与、医療機関への薬剤師

派遣等）の積極的な活用を含め、地域の実情に応じた薬剤師の確保策につ

いて、可能な限り具体的に記載すること。確保策の検討及び実施に当たっ

ては、都道府県の薬務主管課及び医務主管課並びに都道府県薬剤師会等の

関係団体が連携して取り組むこと。特に、病院薬剤師の確保策の検討及び

実施については、都道府県病院薬剤師会とも連携の上取り組むこと。

（以下、略）





病院薬剤師確保の取組みの手引き（Ｖｅｒ 2.0)
主な改訂事項

・目次

１．薬剤師確保のモデル

２．取り組みのスケジュール例

３．取り組みの具体的なステップ

４．地域の実情に応じた対応モデルの選択に必要な情報

５．第8次医療計画における薬剤師確保の記載状況

（各都道府県の現状認識、考え方、施策・事業例、数値目標）

６．各都道府県における第8次医療計画策定の協議体制（石川、広島）

７．都道府県と連携した薬剤師不足地域の病院薬剤師確保事例

（宮城県、石川県、山口県、広島県、長崎県）

８．事後の検証に備えて

９．その他の参考となる取り組み事例

＜関係資料＞



①背景・現状認識（2025年/2040年問題）

患者と医療者の高齢化、医療介護福祉需給のギャップ

タスク・シフト/シェア、薬剤師偏在（地域/機能/規模）

目的は住民の健康をまもる医療提供体制の確保である

②病院薬剤師の確保と育成の取り組み
本院の人材育成プログラム KUPS と地域病院への出向

石川県地域連携薬剤師共育プログラム、第8次医療計画

③Ｒ６ 診療報酬改定「薬剤業務向上加算」新設
総合的な研修（委員会、指導体制、、WEBでの公表）

都道府県、出向先と連携して地域病院に出向

④病院薬剤師が大活躍する未来像

Agenda



出典： 厚労省 中央社会保険医療協議会 総会（第564回） (2023.11.15) 資料 働き方改革の推進について p.62
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001167628.pdf （ダウンロード日： 2023.11.15）





(1)免許取得直後の薬剤師対象の病棟業務等に係る総合的な研修

ア 責任者を配置、多職種で構成される委員会

イ 指導能力を有する常勤薬剤師による指導

ウ 受講薬剤師の定期的な評価、フィードバック、修了判定

エ 幅広い研修（調剤、病棟、チーム医療、DI、無菌室、TDM、周術期）

オ 研修プログラムの公開、定期的な見直し

(2)都道府県と協力の下、別の保険医療機関に出向して修得する体制

ア 薬剤師が不足している地域の病院の選定

イ 概ね3年以上の病院経験（在籍1年以上）者が出向し戻って勤務

ウ 出向先病院、都道府県担当部署と協議し、具体的計画を策定。

(3) 特定機能病院もしくは急性期体制充実加算１、２の算定病院

薬剤業務向上加算の施設基準



金沢大学附属病院薬剤部ホームページ

http://pharmacy.w3.kanazawa-u.ac.jp/index.html

http://pharmacy.w3.kanazawa-u.ac.jp/index.html








KUPS 修了認定

‐認定要件‐

①すべての項目についてレベル５以上に到達もしくは到達の見込

みである。

②症例サマリを30件以上作成している。

③症例検討会において５回以上、症例を報告している。

④筆頭での学会・研修会等での発表を２回以上実施する。

上記の要件を満たした者に対して、薬剤部長の確認を経て、金沢大

学附属病院薬剤師臨床研修委員会が金沢大学附属病院薬剤部にお

ける「Standardレベル」に到達したKUPS薬剤師であると認定する。



①背景・現状認識（2025年/2040年問題）

患者と医療者の高齢化、医療介護福祉需給のギャップ

タスク・シフト/シェア、薬剤師偏在（地域/機能/規模）

目的は住民の健康をまもる医療提供体制の確保である

②病院薬剤師の確保と育成の取り組み
本院の人材育成プログラム KUPS と地域病院への出向

石川県地域連携薬剤師共育プログラム事業化

③Ｒ６ 診療報酬改定「薬剤業務向上加算」新設
総合的な研修（委員会、指導体制、、WEBでの公表）

都道府県、出向先と連携して地域病院に出向

④病院薬剤師の未来像

Agenda



能登北部・能登中部2次医療圏の病院
と薬剤師の状況 （2024.11）

病院名 病床数(薬剤数) 状況

（能登北部医療圏）

珠洲市総合病院 １６３ （７）

市立輪島病院 １５７ （６）

柳田温泉病院 １８０ （２）

公立宇出津総合病院 １００ （３）

2022年4月から本院薬剤師8名が交代で出向中

公立穴水総合病院 １００ （３） 常勤1名。定年後再任用2名

11月から薬剤業務向上加算算定開始

（能登中部医療圏）

町立富来病院 ９８ （２） 常勤２名！

2018年11月から本院薬剤師1名が出向
2020年4月から常勤薬剤師1名着任
2024年4月に新卒薬剤師1名着任！

公立能登総合病院 ４３４ （１１）

恵寿総合病院 ４２６ （１４）

（NHO）七尾病院 ２１４ （３）

七尾松原病院 １０８ （２）

公立羽咋病院 １７４ （５） 2025.4から院生１名予定

町立宝達市民病院 ７０ （２）

※赤字は陳情を受けた病院

★

★

(出展） 石川県ホームページ 石川県医療計画 (第7次 平成30年4月） ９．へき地医療対策の充実 p.206
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/iryou/support/iryoukeikaku/documents/zenntaibann.pdf を基に演者が改変

◎

◎

◎



出典：
 患者調査(平成29年）「受療率(人口10万人対）、入院 ー外来 ｘ 性・年齢階級 ｘ 都道府県別」
 国立社会保障・人口問題研究所 「日本の地域別将来推計人口（平成30（２０１８）年推計）」
 厚労省ホームページ 「第8次医療計画に関する検討会」  
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_24045.html（ダウンロード日：2022.7.15）

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_24045.html%EF%BC%88%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89%E6%97%A5%202022.7.15


出典： 厚労省 新たな地域医療構想等に関する検討会（第1回）2024.3.29 資料2 ｐ99
https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001237357.pdf



出典：厚労省 「医師・歯科医師・薬剤師統計 (令和2年）」 第６１表 薬剤師数、平均年齢，従業地による都道府県
－指定都市・特別区・中核市（再掲）、年齢階級、性、業務の種別・休業の取得別

http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/33-20.html をもとに日本病院薬剤師会 上山 誉晃氏作成



出典：厚労省 「医師・歯科医師・薬剤師統計 (令和2年）」 第61表 医療施設の薬剤師
http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/33-20.html をもとに日本病院薬剤師会 上山 誉晃氏作成



病院薬剤師の課題
・目の前の医療を支える
・新たな薬剤業務への対応
・地域包括ケアシステムの中の薬剤師
ロールモデルの確立

・今後を支える人材育成

そのために、、、
自施設だけでなく
医療を取り巻く社会に関心を持ち
医療人としての立ち位置を築こう



金沢大学附属病院薬剤師
KUPSの立ち位置（合言葉）

・医療人として
 薬剤師として

・ジェネラリストとして
 スペシャリストとして

・地域のコーディーネーターとして
DS/DXはspecialではない。standardである。
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金沢大学附属病院薬剤部 将来ビジョン 2040

・2040年の人口構造に対応、地域医療を俯瞰し、高度急性期から慢
性期、生活期、介護も視野に薬物療法と健康を支えるプロ集団

・自ら成長し次世代の医療介護連携体制を先導する多様な人材の宝
庫であり、その基盤となる人材育成モデルの発信地

・基礎から臨床そして地域へ、時間、空間の隔たりを越えて活動の場
を広げ社会的インパクトを追求する者に開かれた研究拠点

アクションプラン

・専門資格複数取得の推進、人事交流の強化

・金沢大学アドバンスト薬剤師(KUAP)の育成、人材育成ノウハウの体
系化、パッケージ化

・情報基盤の整備、多専門的連携の確保、地域からの相談窓口の設
置、研究拠点化

金沢大学附属病院薬剤部 155年記念



まとめ
・2040年の医療/介護の複合的ニーズを限りある医
療資源で支える必要がある

・薬剤業務向上加算は、算定対象となる基幹病院だ
けでなく地域全体の薬剤業務を向上させる

・病院薬剤師が大活躍する未来像とは、

 -薬があるところに薬剤師あり！（全田元会長）

 -患者がいるところに薬剤師あり！！

 -住民がいるところに薬剤師あり！！！

・病院薬剤師はポスト2040年の地域に欠かせない
存在となる
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